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地域の歴史

自然と都市が調和する瑞穂市

市制20周年を機にまちづくりを加速

岐
阜
県
の
南
西
、
濃
尾
平
野
の
北
西
部
に
位
置
し
、

岐
阜
市
と
大
垣
市
の
中
間
に
あ
る
瑞
穂
市
。
市
内
に
は

東
に
長
良
川
、
西
に
揖
斐
川
の
両
大
河
、
そ
の
中
を
中

川
、
犀さ

い

川か

わ

、
五ご

六ろ

く

川が

わ

な
ど
あ
わ
せ
て
十
八
本
も
の
一
級

河
川
が
流
れ
る
水
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
に
加
え
て
、
子
育
て
環
境
や
医
療

の
充
実
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
か
ら
人
口
は
右
肩
上

が
り
で
増
加
し
、
今
や
五
六
，
〇
〇
〇
人
余
に
達
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
二
〇
二
三
年
に
市
制
施
行
二
〇
周
年
を

迎
え
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
．
三
つ
の
柱
と
地
方
創
生

瑞
穂
市
は
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
五
月
一
日
に

旧
穂
積
町
と
旧
巣
南
町
の
合
併
に
よ
り
、
岐
阜
県
内
十

六
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

「
瑞
穂
」
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
日
本
の
国
の

美
称
と
し
て
「
豊と

よ

葦あ
し

原は
ら

之の

瑞み
ず

穂ほ
の

国く
に

」
と
現
れ
る
も
の
で
、

「
葦
が
し
げ
り
、
稲
穂
が
み
ず
み
ず
し
く
育
っ
て
、
豊

か
な
国
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、

水
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
江
戸
時
代
に
は
五
街
道
の
一
つ
で
あ
る
中
山
道

が
通
り
、
宿
場
も
置
か
れ
る
な
ど
交
通
の
要
衝
と
し
て

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
も
国
道
二
十
一
号
や
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
に
よ
っ

て
交
通
の
便
が
非
常
に
良
く
、
名
神
高
速
道
路
、
東
海

北
陸
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
に
行
く
に
も
約
二
十
分
、

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
穂
積
駅
か
ら
名
古
屋
ま
で
は
約
二
十

五
分
で
移
動
可
能
で
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線
を
使
え
ば
東
京
ま
で
約

三
時
間
、
大
阪
ま
で
約
一
時
間
半
で
移
動
で
き
、
拠
点

的
な
都
市
と
し
て
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
地
域

で
す
。

本
年
は
市
制
施
行
二
〇
周
年
を
迎
え
、
瑞
穂
市
で
は

豊
か
な
自
然
と
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
歴
史
・
文
化
を

継
承
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

の
中
長
期
的
な
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
二
〇
周
年
を
起
点
に
「
人
権
」
・

「
平
和
」
・
「
環
境
」
の
三
つ
の
柱
で
、
十
年
、
二
十
年

瑞穂市の様子　〈提供：瑞穂市〉

瑞穂市内を流れる18本の１級河川（揖斐川、長良川、犀川、天王川、中川、新
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〈出典：「瑞穂市　管内図」に加筆〉
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先
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

瑞
穂
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言
の
制
定
や
、
世
界
恒
久

平
和
と
市
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
「
平
和
の

鐘
」
を
は
じ
め
、
今
後
も
次
々
と
計
画
が
実
行
さ
れ
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
重
要
な
テ
ー
マ
に
「
地
方
創
生
」
を
挙
げ
、

そ
の
三
拠
点
と
し
て
「
サ
ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
中

山
道
大
月
多
目
的
広
場
）
」、
「
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
周
辺
整
備

事
業
」、
「
犀
川
遊
水
地
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
事
業
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
今
年
は
市
制
二
〇
周
年
記
念

事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
市
内
各
種
団
体
及
び
公
募
委

員
か
ら
な
る
「
瑞
穂
市
市
制
二
〇
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
二
〇
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
市
内
各
所
で
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
．
先
を
見
据
え
た
、

　
　
地
方
創
生
の
三
拠
点

●
「
サ
ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
」

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
四
月
に
瑞
穂
市
大
月
地
区

に
開
園
し
た
「
サ
ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
中
山
道

大
月
多
目
的
広
場
）
」
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
市

民
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、
「
遊

び
」「
運
動
」「
集
い
」「
憩
い
」
等
、
幅
広
い
機
能
を
導

入
し
、
市
民
の
健
康
増
進
と
交
流
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
目
的
と
し
て
造
ら
れ
た
新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

公
園
の
愛
称
で
あ
る
「
サ
ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
」

は
、
市
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
を
結
ん
だ
地
元
企

業
が
命
名
し
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
、
一
一
，
〇
〇
〇

㎡
の
広
大
な
「
芝
生
広
場
」
を
は
じ
め
、
三
歳
未
満
・

三
～
六
歳
未
満
・
六
～
十
二
歳
と
対
象
年
齢
別
に
分
け

ら
れ
た
三
つ
の
複
合
遊
具
が
揃
う
「
遊
具
広
場
」、
最

長
五
八
四
ｍ
の
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」、
そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
と
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た

施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
防
災
機
能
も
備
わ
っ
て
お
り
、
北
側
駐
車
場
に

は
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
七
基
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
は
、
下
水
道
管
を
敷
地

内
に
引
き
込
ん
で
お
き
、
地
上
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

専
用
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
設
け
た
も
の
で
す
。
災
害
時

に
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
開
け
て
、
そ
こ
に
簡
易
な
便
座
や

パ
ネ
ル
を
設
け
る
こ
と
で
迅
速
に
ト
イ
レ
機
能
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
サ
ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
は
三
〇
〇
㎡

の
広
さ
を
持
つ
ド
ー
ム
シ
ェ
ル
タ
ー
も
あ
り
、
普
段
は

休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
小
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
、
災
害
時

は
強
い
日
差
し
や
雨
を
よ
け
る
避
難
場
所
と
し
て
の
利

用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
「
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
周
辺
整
備
事
業
」

古
く
か
ら
瑞
穂
市
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き

た
「
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
」
は
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）

年
八
月
一
日
に
開
設
し
、
昭
和
に
な
っ
て
二
度
の
改
築

を
経
て
今
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
に
入
り
、
現
在

は
駅
前
広
場
の
整
備
、
駅
前
広
場
周
辺
の
市
街
地
環
境

改
善
な
ど
の
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
『
心
』
を
つ
・
つ
・
む
場
所

　
ほ
づ
み

の
エ
キ
チ
カ
～
圏
域
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を
つ
な
ぐ
・
つ
む
ぐ
・
む
す
ぶ
～
」

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
や
交
流
の
場

が
広
が
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

現
時
点
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
事
業
化
さ
れ

る
ま
で
の
間
の
暫
定
的
な
活
用
と
し
て
、
駅
南
口
の
旧

Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
穂
積
支
店
跡
地
に
新
し
い
広
場
「
エ
キ
サ
イ

ト
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
駅

周
辺
の
活
性
化
第
一
弾
と
し
て
令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
四
月
よ
り
運
用
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
今
後
「
弁

当
市
」
や
「
ほ
づ
み
夜
市
」
な
ど
年
に
数
回
の
イ
ベ
ン

ト
実
施
や
日
常
的
に
人
が
集
う
空
間
と
し
て
活
用
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
エ
キ
サ
イ
ト
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
横
に
は
、
二
，

四
〇
〇
㎡
の
一
般
車
乗
降
場
と
一
般
車
駐
車
場
も
新
た

に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
車
乗
降
場
は
ロ
ー
タ
リ
ー

に
な
っ
て
お
り
、
最
大
六
台
分
が
停
車
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
は
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
の

た
め
、
県
道
北
方
多
度
線
の
変
則
五
差
路
の
交
差
点
を

大月浄水公園内の「平和の鐘」　〈提供：瑞穂市〉

6～12歳の複合遊具（手前）とドームシェルター（奥）
〈提供：瑞穂市〉

駅の南口に誕生した「エキサイトサードプレイス」
〈提供：瑞穂市〉

開設間もない頃の穂積駅　〈出典：『穂積のあゆみ』〉

駐車場に並ぶ災害用マンホールトイレの蓋
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正
十
字
の
四
差
路
へ
と
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

●
「
犀
川
遊
水
地
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
事
業
」

市
内
を
流
れ
る
犀
川
・
五
六
川
の
水
辺
空
間
を
活
か

す
た
め
に
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
度
に
「
犀
川
遊

水
地
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
基
本
構
想
」
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
は
、
生
物
の
生
息
・
生
育
の

場
の
提
供
、
浸
水
対
策
、
地
球
温
暖
化
緩
和
等
、
自
然

環
境
が
有
す
る
機
能
を
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
解
決
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
の
こ
と
で
、
瑞

穂
市
で
は
対
象
地
域
を
犀
川
と
五
六
川
が
合
流
す
る
犀

川
遊
水
地
周
辺
と
し
、
更
な
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
に
大
垣
市
の
さ
い
川
さ
く
ら
公
園
や
墨
俣
一
夜
城

も
含
め
て
構
想
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

犀
川
遊
水
地
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
基
本
構
想
で
は

「
心
豊
か
な
暮
ら
し
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
ま
ち
へ
の
想

い
　
瑞
穂
の
ミ
ズ
ベ
」
を
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
「
防

災
・
減
災
ゾ
ー
ン
」、
「
自
然
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
」、
「
水

辺
散
策
ゾ
ー
ン
」、
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
」、
「
に

ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー
ン
」
の
五
つ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
犀
川
と
五
六
川
に
挟
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
「
ア

ク
ア
パ
ー
ク
み
ず
ほ
（
公
共
下
水
処
理
場
）
」
の
造
成

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
七
月
二
十
二
日
～
七
月
三
十
日
ま
で
の
九
日
間
で
官

民
連
携
に
よ
る
水
辺
を
活
用
し
た
体
験
・
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
等
の
社
会
実
験
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
会
実
験
結
果
を
踏
ま
え
、
構
想
実
現
に

向
け
た
課
題
を
抽
出
し
、
翌
年
の
令
和
六
（
二
〇
二
四
）

年
度
に
河
川
空
間
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
具
体
的

に
進
め
る
た
め
の
「(

仮
称)

犀
川
・
五
六
川
周
辺
か
わ

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

『
か
わ
ま
ち
づ
く
り
』
と
は
、
地
域
が
持
つ
「
資
源
」

や
地
域
の
創
意
に
富
ん
だ
「
知
恵
」
を
活
か
し
、
地
域

活
性
化
や
観
光
振
興
な
ど
を
目
的
に
、
市
町
村
や
民
間

事
業
者
、
地
域
住
民
等
と
河
川
管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

取
組
を
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
河
川
空
間
」
と
「
ま

ち
空
間
」
が
融
合
し
た
良
好
な
空
間
を
形
成
し
、
河
川

空
間
を
活
か
し
て
地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目
指
す
取
組

で
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年

度
に
は
、
瑞
穂
市
民
及
び
大
垣
市
民
（
計
画
地
周
辺
の

墨
俣
地
区
）
並
び
に
瑞
穂
市
内
の
小
中
学
生
に
対
し
て
、

計
画
地
に
求
め
る
機
能
や
市
民
の
参
加
の
意
向
を
把
握

す
る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
さ
ら
に
計
画
地
に
お

け
る
民
間
事
業
者
・
民
間
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
市
場
可
能
性
調
査

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
個
別
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
が
実
施
さ
れ
、
今
年
度
の
社
会
実
験
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
対
象
地
域
の
五
六
川
と
犀
川
の
合
流
点

の
少
し
上
流
に
あ
る
「
五
六
閘
門
（
別
名
：
牛う

し

牧き

閘

門
）
」
は
、
五
六
川
河
川
改
修
後
に
そ
の
機
能
を
終
え
、

周
辺
に
公
園
を
整
備
し
て
土
木
遺
産
と
し
て
後
世
へ
伝

承
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
五
六
閘
門
（
別
名
：
牛
牧
閘
門
）
」
の
歴
史
は
古

く
、
江
戸
時
代
ま
で
遡
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
旧
穂
積

町
の
南
端
部
で
中
川
、
犀
川
、
五
六
川
の
三
河
川
が
合

流
し
、
長
良
川
に
注
ぎ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
三
川

の
合
流
地
点
が
旧
穂
積
町
で
最
も
低
い
場
所
で
あ
っ
た

た
め
、
大
雨
で
長
良
川
が
出
水
す
る
と
犀
川
に
逆
流
し
、

さ
ら
に
そ
の
水
が
五
六
川
に
流
れ
込
み
、
住
民
は
浸
水

や
湛
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
長
良
川
の
逆
流
に
よ
る
水
害
か
ら
地
域
を

守
る
た
め
、
江
戸
幕
府
の
代
官
だ
っ
た
川
崎
平
右
衛
門

の
尽
力
に
よ
っ
て
宝ほ

う

暦れ
き

六
（
一
七
五
六
）
年
十
月
に
工

事
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
春
に
「
逆
水
留
水
門
（
通
称
：

五
六
閘
門
・
牛
牧
閘
門
）
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

通
称
「
閘
門
」
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

構
造
上
は
閘
門
（
閘
室
の
前
後
に
門
扉
を
配
し
た
運
河

用
構
築
物
）
で
は
な
く
、
出
口
に
門
を
付
け
て
、
洪
水

時
に
門
扉
を
閉
ざ
す
仕
組
み
の
水
門
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
逆
水
留
水
門
の
完
成
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

水
害
が
多
発
し
て
い
た
十
二
の
村
の
約
九
〇
〇
戸
、
約

八
〇
〇
ha
の
耕
地
の
治
水
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
ま
し

た
。現

在
の
石
造
り
の
閘
門
は
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）

年
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
八
・
五
ｍ
、
長
さ
十

二
ｍ
の
二
連
ア
ー
チ
式
の
水
門
で
す
。
木
造
の
旧
水
門

を
取
り
こ
わ
し
、
永
久
的
な
人
造
石
の
新
し
い
水
門
に

建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
、
マ
サ
土
（
風
化
花

崗
岩
を
砕
い
た
も
の
に
石
灰
を
混
ぜ
た
「
た
た
き
」
）

を
使
い
、
た
た
き
固
め
、
そ
の
表
面
に
自
然
石
を
「
浮

き
石
」
積
み
に
し
た
「
た
た
き
工
法
」
と
い
う
技
術
が

犀川遊水地グリーンインフラ　整備イメージパース
※基本構想の段階のものであり、実際の整備とは異なる場合があります。

〈提供：瑞穂市〉

昭和四十年以前の木造の「逆水留水門」
（通称：五六閘門・牛牧閘門）〈出典：『穂積のあゆみ』

現在の五六閘門　〈提供：瑞穂市〉

犀川遊水地グリーンインフラ基本構想　計画地位置図　〈提供：瑞穂市〉
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ゆ
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史
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岐
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岐
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料
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（
令
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版
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穂
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二
年
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穂
市
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穂
積
駅
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辺
整
備
基
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計
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』

　
瑞
穂
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〇
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九
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犀
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遊
水
地
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リ
ー
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イ
ン
フ
ラ
基
本
構
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』
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穂
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二
〇
二
二
年
三
月

『
広
報
み
ず
ほ
　
一
五
一
号
』　

瑞
穂
市
　
二
〇
一
五
年

『
広
報
み
ず
ほ
　
二
四
〇
号
』　

瑞
穂
市
　
二
〇
二
三
年

『
広
報
み
ず
ほ
　
二
四
一
号
』　

瑞
穂
市
　
二
〇
二
三
年

『
サ
ン
ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
パ
ン
フ
』　
瑞
穂
市

『
瑞
穂
市
特
産
品
ガ
イ
ド
』　
　
　
　
　
　
瑞
穂
市

『
瑞
穂
市
散
策
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』　
　
　
瑞
穂
市

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
法
は
日
本
古
来
の
左
官
の
伝
統
技
術
で
あ

り
、
セ
メ
ン
ト
が
高
価
だ
っ
た
時
代
に
セ
メ
ン
ト
工
法

の
前
段
階
に
属
す
る
技
術
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
五
六
閘
門
（
別
名
：
牛
牧
閘
門
）
」
は
、
岐
阜
県
内
に

現
存
す
る
水
門
の
中
で
唯
一
の
「
た
た
き
工
法
」
構
造

物
で
あ
り
、
土
木
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
非
常
に
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
．
瑞
穂
市
発
祥
の「
富ふ

有
ゆ

う

柿
が

き

」と

　
　「
藤

と

う

九く

郎
ろ

う

ギ
ン
ナ
ン
」

富
有
柿
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
岐
阜
県
で
生
ま
れ
た

完
全
甘
柿
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
現
在
日
本
で
最
も
多

く
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
で
す
。
そ
の
発
祥
地
は
大
野

郡
居い

倉く
ら

村
（
現
在
の
瑞
穂
市
居
倉
）
で
、
安あ

ん

政せ
い

四
（
一

八
五
七
）
年
に
小
倉
初は

つ

衛え

が
栽
培
を
始
め
た
「
居
倉
御

所
」
と
い
う
品
種
の
甘
柿
の
木
が
そ
の
起
源
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
木
の
柿
が
、
味
・
形
状
と
も
に
優
れ
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
た
居
倉
村
生
ま
れ
の
福
嶌
才さ

い

治じ

が
、
別
の

木
に
接
木
し
、
試
作
を
重
ね
て
育
て
上
げ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
才
治
が
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
の
柿

品
評
会
に
出
品
し
て
一
等
賞
と
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、

岐
阜
県
農
会
主
催
柿
展
覧
会
で
一
等
入
選
す
る
な
ど

数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、
富
有
柿
は
広
く
世
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
時
の
農
林
水
産
省
興
津
園
芸
試
験
場
長

の
恩
田
鉄
弥
博
士
に
認
め
ら
れ
、
明
治
三
十
七
（
一
九

〇
四
）
年
に
は
天
皇
陛
下
に
献
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
果
樹
園
芸
農
家
が
栽
培
の
有
望
性
に
着
目

し
、
岐
阜
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地
へ
と
富
有
柿

が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

ち
な
み
に
「
富
有
柿
」
と
い
う
名
の
由
来
は
、
中
国

の
古
典
で
徳
に
つ
い
て
強
調
す
る
『
中
庸
』
の
「
富
有

四
海
之
内
」
に
よ
る
も
の
で
、
福
嶌
才
治
に
よ
っ
て
命

名
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
願
い
を
叶
え
る
か
の
よ
う
に
、

「
富
有
柿
」
は
昭
和
の
初
め
か
ら
現
在
ま
で
日
本
で
最

も
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
柿
の
品
種
で
あ
り
、
今
や
国

境
を
越
え
て
中
国
や
韓
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
世
界
各
地

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
富
有
柿
の
母
木
」
は
今
も
瑞
穂
市
居
倉
に
残
っ
て

お
り
、
秋
に
は
実
を
つ

け
る
と
あ
っ
て
、
瑞
穂

市
指
定
天
然
記
念
物
と

し
て
大
切
に
育
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
母
木

の
横
に
は
、
昭
和
四
十

七
（
一
九
七
二
）
年
の

岐
阜
県
富
有
柿
振
興
大

会
の
開
催
時
に
建
て
ら

れ
た
「
富
有
柿
発
祥
の

地
」
の
記
念
碑
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
富
有
柿
そ
の

も
の
だ
け
で
な
く
、
富

有
柿
を
使
っ
た
加
工
品

の
生
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ジ
ャ
ム
や
お
菓
子
、

パ
ン
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
商
品
が
市
内
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
有
柿
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
瑞
穂
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
き
り
ん
」
も
誕
生
し
ま
し

た
。
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
た
り
、
前
述
の
「
サ

ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
の
遊
具
の
デ
ザ
イ
ン
に
も

取
り
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
じ
く
瑞
穂
市
が
発
祥
地
と
さ
れ
る
の
が

「
藤
九
郎
ギ
ン
ナ
ン
」
で
す
。
藤
九
郎
ギ
ン
ナ
ン
は
、

一
般
的
な
ギ
ン
ナ
ン
と
比
較
す
る
と
約
二
倍
の
重
さ
が

あ
り
、
殻
が
薄
く
、
表
面
は
な
め
ら
か
で
光
沢
が
あ
り
、

さ
ら
に
長
く
貯
蔵
が
可
能
で
美
味
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。
完
熟
し
て
か
ら
枝
を
揺
す
り
、
実
を
落
と
し
、

そ
の
後
果
肉
を
取
っ
て
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
販
売
さ
れ
ま

す
。瑞

穂
市
内
の
井
上
藤
九
郎
が
、
自
宅
に
あ
っ
た
樹
齢

三
〇
〇
年
あ
ま
り
の
親
木
か
ら
接
木
し
て
大
き
く
し
た

こ
と
か
ら
「
藤
九
郎
ギ
ン
ナ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
か
ら
北
西
に
約
五
五
〇
ｍ
の
と

こ
ろ
に
あ
る
西
蓮
寺
敷
地
内
（
瑞
穂
市
只
越
）
に
、
推

定
樹
齢
が
一
〇
〇
年
、
樹
高
は
十
五
ｍ
に
も
な
る
市
内

最
大
の
藤
九
郎
ギ
ン
ナ
ン
の
木
が
あ
り
、
岐
阜
県
指
定

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
有
柿
、
藤
九
郎
ギ
ン
ナ
ン
以
外
に
も
瑞
穂
市
の
名

産
品
は
数
多
く
、
岐
阜
独
特
の
夏
と
冬
の
寒
暖
差
や
清

流
を
利
用
し
た
マ
ン
ゴ
ー
、
イ
チ
ゴ
、
梨
の
栽
培
の
ほ

か
、
地
下
水
を
利
用
し
て
鮎
の
養
殖
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

地
の
利
を
生
か
し
た
多
種
多
様
な
品
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

瑞穂市が発祥の富有柿　〈提供：瑞穂市〉

富有柿の母木と記念碑とかきりん　〈提供：瑞穂市〉

西蓮寺に残る藤九郎ギンナンの巨木
〈提供：瑞穂市〉
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歴史記録

本
稿
は
、
古
高
須
輪
中
南
端
の
揖
斐
川
と
高
須
輪
中

の
基
幹
排
水
河
川
で
あ
る
大
江
川
に
挟
ま
れ
た
湿
潤
地

帯
で
の
絶
え
間
な
い
圦い

り

樋ひ

の
設
置
と
修
復
、
悪
水
路
の

更
な
る
江え

下さ

げ
な
ど
を
経
て
本ほ

ん

阿な

弥み

輪
中
と
し
て
開
発

さ
れ
た
概
況
に
触
れ
た
後
、
明
治
改
修
時
に
施
工
さ
れ

な
か
っ
た
油
島
へ
の
排
水
路
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
広
義
の
高
須
輪
中
に
は
、
本
阿
弥
輪
中
の
他

に
慶け

い

長
ち
ょ
う

六
（
一
六
〇
一
）
年
以
降
に
開
発
さ
れ
明
治
十

六
（
一
八
八
三
）
年
に
三
重
県
か
ら
岐
阜
県
へ
編
入
し

た
金か

な

廻
ま
わ
り

輪
中
や
、
そ
れ
以
後
に
完
成
し
た
福
江
輪
中
も

含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
こ
こ
で
の
「
高
須
輪
中
」
は
、
広
義
の
意
味
を

指
し
、
そ
れ
以
外
は
各
輪
中
名
で
記
し
ま
す
。

※
圦

　
樋
：
用
水
や
排
水
の
た
め
堤
防
の
中
を
横
切
っ
て
伏
せ
込
ん
だ
暗
渠

※
悪
水
路
：
灌
漑
が
終
わ
っ
た
後
の
水
（
悪
水
）
を
排
水
す
る
た
め
の
水
路

※
江
下
げ
：
本
川
へ
の
排
水
位
置
を
下
流
側
に
延
長
す
る
こ
と

一
．
は
じ
め
に

岐
阜
県
の
最
南
端
に
位
置

す
る
海
津
市
を
占
め
る
高
須

輪
中
は
、
西
を
揖
斐
川
、
北

を
大お

お

榑ぐ
れ

川
、
東
を
長
良
川
と

木
曽
川
（
明
治
改
修
以
前
は

長
良
川
を
合
流
）
に
囲
ま
れ

た
複
合
輪
中
で
す
。

現
海
津
市
海
津
町
の
南
西

は
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

湿
潤
地
帯
で
、
葦
が
繁
茂
す

る
荒
野
で
し
た
。
そ
こ
で
、

慶
長
十
一
（
一
六
〇
六
）
年

か
ら
わ
ず
か
に
遡
る
年
次
に

潮
汐
の
影
響
を
防
ぐ
潮し

お

除よ
げ

堤
づ
つ
み

（
中な

か

堤
づ
つ
み

と
も
呼
称
）
が
懸か

け

廻
ま
わ
し

堤
づ
つ
み

の
一
部
と
し
て
、
揖
斐
川
左
岸
の
現
海
津
町
西に

し

小お

島じ
ま

か
ら
萱か

や

野の

村
・
札ふ

だ

野の

村
・
石
亀
村
を
経
て
南
東
の
長

良
川
右
岸
の
海
津
町
森
下
ま
で
の
潮
除
堤
に
、
十
三
艘

の
圦
樋
が
設
置
さ
れ
、
古
高
須
輪
中
が
成
立
し
ま
し
た
。

二
．
本
阿
弥
輪
中
の
成
り
立
ち

潮
除
堤
以
南
の
五
区
域
の
湿
潤
地
帯
の
う
ち
四

区
域
（
図
１
の
①
～
④
）
は
、
慶け

い

安あ
ん

元
（
一
六
四

八
）
年
か
ら
明め

い

暦れ
き

三
（
一
六
五
七
）
年
ま
で
の
十
年
間

に
、
北
か
ら
南
へ
と
順
次
懸
廻
堤
と
圦
樋
を
設
置
し
な

が
ら
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

後
に
萬ま

ん

寿じ
ゅ

新
田
と
な
る
⑤
区
域
は
、
高
須
輪
中
の
悪

水
幹
川
大
江
川
や
中
江
川
等
が
悪
水
を
排
出
す
る
満ま

ん

中じ
ゅ

池い
け

（
南
北
一
，
一
〇
〇
間
、
東
西
二
七
〇
間
で
約
一
．

〇
㎢
）
で
し
た
。

ま
ず
は
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
の
本
阿
弥
新
田
と

沼
新
田
の
形
成
に
伴
い
、
満
中
池
北
端
の
堤
（
横
手
堤
。

長
さ
約
四
二
〇
ｍ
）
に
、
大
江
通
の
圦
樋
七
艘
に
中
江

通
な
ど
の
分
を
加
え
て
計
十
艘
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

高須輪中の排水史　第一編

高須輪中の排水処理の経緯

圦樋の形状（例）　〈出典：『河』〉

輪中の形成イメージ
図１　広義の高須輪中内の本阿弥輪中
〈出典：『木曽三川流域誌』に加筆〉

高須輪中（下流から上流を望む）　〈提供：海津市役所〉



6

そ
の
後
も
新
田
の
完
成
と
共
に
圦
樋
が
増
設
さ
れ
、
満

中
池
へ
排
出
す
る
圦
樋
の
総
数
は
、
明
暦
三
（
一
六
五

七
）
年
の
七
右
衛
門
新
田
完
成
に
よ
る
圦
樋
一
艘
を
加

え
る
と
、
計
十
五
艘
と
な
り
ま
し
た
。

横
手
堤
に
設
置
さ
れ
た
圦
樋
は
、
揖
斐
川
の
干
潮
に

合
わ
せ
昼
夜
二
回
開
閉
さ
れ
ま
し
た
が
、
享

き
ょ
う

保ほ

年
間
（
一

七
一
六
～
一
七
三
六
）
以
降
の
河
口
部
で
の
新
田
開
発

な
ど
に
伴
い
、
揖
斐
川
の
天
井
川
化
が
進
み
、
満
中
池

の
土
砂
堆
砂
量
が
増
え
、
降
雨
が
数
日
続
く
と
満
中
池

の
水
位
が
下
が
ら
ず
、
圦
樋
は
閉
め
切
っ
た
ま
ま
と
な

り
、
水
腐
れ
が
輪
中
内
に
頻
発
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
に
、
満

中
池
の
半
分
を
新
田
（
萬
寿
新
田
）
に
開
発
し
、
残
り

を
悪
水
路
敷
と
し
て
新
江
（
新
設
排
水
路
）
八
本
で
満

中
池
南
端
の
揖
斐
川
通
ま
で
江
下
げ
す
る
工
事
が
着
手

さ
れ
、
さ
ら
に
十
年
後
の
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年

に
は
、
萬
寿
新
田
南
端
の
新
堤
約
七
八
〇
ｍ
に
圦
樋
が

下
げ
ら
れ
て
、
本
阿
弥
輪
中
が
完
成
し
ま
し
た
。

江
下
げ
さ
れ
た
八
本
の
新
江
は
、
「
大
江
落
絵
図
」（
図

２
）
の
左
下
の
新
堤
西
端
に
設
置
さ
れ
た
七
右
衛
門
新

田
の
圦
樋
一
艘
の
東
側
へ
、
①
帆
引
新
田
江
通
一
艘
、

中
江
通
（
②
安
田
村
・
沼
村
・
本
阿
弥
新
田
江
通
三
艘
、

③
福
岡
村
江
通
二
艘
、
④
深
浜
村
江
通
一
艘
）、
⑤
大

江
通
七
艘
の
計
十
四
艘
が
江
下
げ
さ
れ
、
さ
ら
に
新し

ん

江え

三
本
で
⑥
古
中
島
村
江
通
一
艘
、
⑦
福
江
村
江
通
二
艘
、

⑧
金
廻
村
江
通
一
艘
の
計
四
艘
が
設
置
さ
れ
、
計
十
八

艘
と
な
り
ま
た
。

さ
ら
に
六
十
年
後
の
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
に
は
、

大
江
通
の
圦
樋
が
三
艘
増
え
、
総
計
二
十
一
艘
と
な
り

ま
し
た
。三

．
金
廻
輪
中
へ
の
江
下
げ

前
述
の
と
お
り
、
輪
中
内
の
排
水
対
策
と
し
て
多
く

の
江
下
げ
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
圦
樋
を
直
接
揖

斐
川
に
設
置
し
た
こ
れ
ら
の
江
下
げ
は
、
結
果
的
に
失

敗
で
し
た
。

洪
水
時
の
高
波
に
よ
る
圦
樋
の
破
損
や
土
砂
が
門
扉

か
ら
水
路
内
に
流
入
し
て
、
排
水
路
が
機
能
不
全
と
な

る
な
ど
し
て
水
腐
れ
が
増
加
し
た
た
め
、
本
阿
弥
輪
中

の
年
貢
石
数
は
、
萬
寿
新
田
開
発
前
後
の
十
年
間
平
均

で
比
べ
る
と
、
開
発
後
は
約
十
六
％
に
激
減
し
て
い
ま

し
た
。

萬
寿
新
田
完
成
か
ら
五
十
六
年
後
の
寛か

ん

政せ
い

元
（
一
七

八
九
）
年
の
洪

水
で
は
、
大
江

通
と
中
江
通
の

圦
樋
が
大
破
、

ま

た

潮

除

堤

（
図
１
の
中
央

付
近
に
記
載
）

も
破
堤
し
、
高

須
輪
中
は
濁
水

に

沈

み

ま

し

た
。そ

こ
で
寛
政

元

（

一

七

八

九
）
年
の
洪
水

の
数
年
後
に
、

金
廻
輪
中
へ
の

悪
水
路
の
江
下

げ
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
「
万
寿
新
田
圦
樋
之
儀
金
廻

輪
中
堀
割
江
下
ヶ
江
図
」（
図
３
）
が
示
す
よ
う
に
、
①

新
江
を
金
廻
輪
中
の
中
央
部
に
開
削
し
、
圦
樋
三
艘
を

油
島
の
喰
違
堰
西
側
に
設
置
す
る
案
は
「
江
下
不
得
心

之
形
」
と
注
記
さ
れ
、
ま
た
同
図
の
貼
紙
に
写
っ
て
い

る
よ
う
に
、
②
金
廻
輪
中
北
端
の
堤
に
沿
っ
て
新
江
を

掘
り
、
新
江
終
端
部
か
ら
揖
斐
川
に
排
水
す
る
案
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
③
福
江
村
と
萬
寿
新
田
の
悪
水
を
金
廻
輪

中
西
側
の
堤
（
揖
斐
川
左
岸
堤
）
に
沿
っ
て
設
置
し
た

新
江
の
終
端
部
で
は
、
圦
樋
二
艘
で
揖
斐
川
に
放
流
す

る
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
お
、
図
の
左
上
隅
の
朱
色
は
、
寛
政
元

（
一
七
八
九
）
年
に
破
損
し
た
堤
と
圦
樋
を
示
し
て
い

ま
す
。

寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の
洪
水
か
ら
約
六
十
年
が

経
た
弘こ

う

化か

四
（
一
八
四
七
）
年
に
な
る
と
、
良
好
な
排

水
を
望
む
上
流
村
々
か
ら
工
事
協
力
金
（
納
得
金
）
を

受
け
取
り
、
上
記
③
案
に
類
似
し
た
江
下
げ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

『
万
寿
新
田
圦
樋
江
下
ケ
御
普
請
箇
所
弁
金
取
調
帳
』

に
よ
る
と
、
今
回
の
江
下
げ
は
、
揖
斐
川
左
岸
に
沿
っ

て
江
下
げ
さ
れ
て
い
た
大
江
通
に
「
金
廻
村
圦
並
猿
尾

図２　江下げされた八本の新江
〈出典：「大江落絵図（部分）」（岐阜県歴史資料館蔵）に加筆〉

図３　金廻輪中への悪水路の江下げ
〈出典：「万寿新田圦樋之儀金廻輪中掘割江下ヶ江図（部分）」
(岐阜県歴史資料館蔵)に加筆。
作成年次は寛政元年以後数年以内と推察。

中江川最上流の「田外ノ池」(右の木立の後ろが池)の東北側
に位置する東小島の潮除堤(北から南側を望む)
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八
〇
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「 
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須
輪
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お
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株
井
戸
の
歴
史
地
理
的
考
察
」

 

松
原
義
継
　
地
理
学
評
論 

41-

8 

一
九
六
八
年

「
金
廻
四
間
門
樋
に
つ
い
て
」　

島
崎
武
雄
、
佐
藤
久
則
、
中
村
義
秋
、
高
橋
悦
子

土
木
史
研
究
　
第
20
号
　
二
〇
〇
〇
年

仕
立
」
と
し
て
圦
樋
と
猿
尾

を
設
置
し
、
「
水
門
大
樋
並

外
河
原
堤
築
立
」
と
し
て
外

河
堤
（
導
水
堤
）
と
両
岸
か

ら
張
出
し
た
堤
に
圦
樋
を
設

置
（
通
称
：
橋
圦
、
幅
四
間

の
圦
樋
二
艘
）
し
て
お
り
、

そ
の
橋
圦
は
十
五
年
経
た
元げ

ん

治じ

元
（
一
八
六
四
）
年
に
改

築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
古
中
島
村
落
に
は

「
古
中
島
村
圦
樋
伏
込
」、
福

江
村
落
に
は
「
福
江
樋
弐
艘

伏
込
仕
立
」
と
し
て
各
流
末

に
圦
樋
を
設
置
し
て
い
ま
し

た
。弘

化
四
（
一
八
四
七
）
年
の
江
下
げ
の
状
況
を
、
二

十
二
年
後
の
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
描
か
れ
た
絵

図
「
美
濃
国
高
須
輪
中
村
々
治
河
御
改
正
取
調
書
上
帳

絵
図
」（
図
４
）
か
ら
概
観
し
て
み
ま
す
。

同
図
に
は
、
大
江
通
流
末
の
橋
圦
よ
り
少
し
上
流
に

猿
尾
と
共
に
圦
樋
一
艘
、
さ
ら
に
大
江
通
東
側
の
古
中

島
村
落
流
末
に
圦
樋
一
艘
、
そ
の
東
隣
の
福
江
落
流
末

に
圦
樋
二
艘
が
描
か
れ
て
お
り
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）

年
の
江
下
げ
の
状
況
が
よ
く
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
同
図
に
は
、
「
長
島
県
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
が
長
島
県
で
あ
っ
た
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七

月
か
ら
同
年
十
一
月
ま
で
の
間
に
描
か
れ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

四
．
堀
抜
井
戸
と
圦
樋
の
建
設

被
圧
滞
水
層
の
水
を
自じ

噴ふ
ん

井せ
い

で
汲
み
出
す
高
須
輪
中

の
掘
抜
井
戸
は
、
享
和
年
間
（
一
八
〇
一
～
一
八
〇
四
）

に
著
し
く
普
及
し
、
ま
た
嘉か

永え
い

五
（
一
八
五
二
）
・
同

六
（
一
八
五
三
）
年
の
干
ば
つ
で
急
増
し
た
よ
う
で
す
。

掘
抜
井
戸
の
余よ

水す
い

（
余
分
な
水
）
に
苦
し
め
ら
れ
る
低

湿
な
下
流
部
は
、
余
水
排
出
の
見
返
り
と
し
て
、
上
流

部
の
村
々
に
圦
樋
の
設
置
費
用
を
要
求
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
な
る
と
掘

抜
井
戸
を
使
用
す
る
村
々
は
、
井
戸
（
株
井
戸
）
を
増

設
す
る
代
わ
り
に
、
金
廻
地
内
で
の
三
間
門
樋
の
伏
込

み
と
堤
防
修
理
を
約
束
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
十

六
（
一
八
八
三
）
年
に
成
立
し
た
高
須
輪
中
水
利
土
功

会
は
、
前
年
の
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
、
岐
阜

県
が
四
間
門
樋
一
艘
の
伏
込
み
と
堤
防
を
補
強
す
る
計

画
案
を
、
審
議
・
決
定
し
ま
し
た
。

翌
年
の
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
は
、
金
廻
地

内
に
幅
四
間
の
木
造
門
樋
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
計
画
さ
れ
て
い
た
他
の
木
造
門
樋
一
艘
の
新
規
増

設
は
下
流
村
々
の
反
対
に
会
い
、
ま
た
目
前
に
迫
っ
た

下
流
改
修
工
事
の
経
緯
を
見
て
い
る
間
に
、
明
治
二
十

四
（
一
八
九
一
）
年
の
濃
尾
地
震
に
遭
遇
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。五

．
新
た
な
排
水
へ
の
動
き

大
江
通
の
悪
水
は
、
幅
四
間
の
門
樋
と
元
治
元
（
一

八
六
四
）
年
に
改
築
さ
れ
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年

に
修
築
さ
れ
た
橋
圦
か
ら
、
一
日
に
二
回
揖
斐
川
の
干

潮
時
に
開
扉
し
て
自
然
排
水
さ
れ
ま
し
た
が
、
木
曽
川

や
長
良
川
の
洪
水
に
よ
る
増
水
の
影
響
を
受
け
る
揖
斐

川
で
は
、
三
川
の
出
水
の
た
び
に
門
樋
は
閉
じ
た
ま
ま

と
な
り
、
輪
中
は
水
腐
れ
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

五
―
一
．
明
治
改
修
で
の
排
水
計
画

明
治
改
修
時
に
は
新
設
す
る
長
良
・
揖
斐
の
背
割
堤

に
沿
っ
て
、
油
島
（
海
津
市
海
津
町
）
か
ら
下
坂
手
（
桑

名
市
長
島
町
）
ま
で
、
高
須
輪
中
の
悪
水
を
除
去
す
る

排
水
路
の
設
置
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

油
島
周
辺
の
改
修
工
事
は
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九

六
）
～
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
に
船
頭
平
・
松

ノ
木
間
で
旧
木
曽
川
河
道
の
締
め
切
り
と
松
ノ
木
・
千

倉
間
で
の
新
長
良
川
の
開
削
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇

一
）
年
に
長
良
・
揖
斐
の
背
割
堤
が
竣
工
さ
れ
、
ま
た

同
年
に
は
七
郷
輪
中
の
揖
斐
川
右
岸
の
引
堤
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
油
島
か
ら
下
坂
手
ま
で
の
排
水
路
工
事
は
、

な
ぜ
か
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
―
二
．
濃
尾
地
震

明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
の
濃
尾
震
災
の
復
興

で
、
四
間
の
木
造
門
樋
一
艘
と
橋
圦
二
艘
（
幅
四
間
）

の
計
三
艘
が
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

木
造
三
艘
の
当
初
見
積
り
に
は
叩

た
た
き

師し

、
石
灰
、
伊
勢

土
な
ど
も
計
上
さ
れ
、
こ
れ
よ
り
「
三た

和た

土き

」
構
造
が

想
起
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
震
災
に
よ
る
木
材
の
高
騰
等

に
よ
り
、
幅
四
間
二
艘
の
橋
圦
（
後
の
大
江
閘
門
）
は

煉
瓦
造
り
に
変
更
さ
れ
、
他
の
一
艘
が
当
初
計
画
と
同

じ
く
「
三
和
土
」
で
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
濃
尾
地
震
に
よ
る
土
砂
流
入
に
伴
う
揖

斐
川
下
流
部
の
河
床
上
昇
で
、
揖
斐
川
の
水
位
が
上
昇

し
、
四
間
樋
と
橋
圦
か
ら
の
自
然
排
水
は
悪
化
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
地
震
に
よ
る
こ
の
河
床
上
昇
は
、
新
江

で
の
江
下
げ
に
よ
る
排
水
効
果
を
抜
本
的
に
考
え
直
す

契
機
に
な
り
ま
し
た
。

五
―
三
．
排
水
機
場
の
出
現

明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
、
わ
が
国
二
番
目
の

蒸
気
機
関
排
水
機
場
（
現
大
巻
排
水
機
場
）
が
養
老
町

大
巻
に
建
設
さ
れ
、
下
流
域
で
の
ポ
ン
プ
排
水
の
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。
高
須
輪
中
に
お
け
る
排
水
機
場
は
、

明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
七
月
に
中
江
排
水
機
場

（
海
津
町
万
寿
新
田
）
が
、
翌
八
月
に
福
江
排
水
機
場

（
海
津
町
油
島
）
が
福
江
落
流
末
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
長
良
・
揖
斐
の
背
割
堤
が
完
成
し
た
明
治

三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
頃
に
は
、
排
水
設
備
と
し
て

排
水
路
の
代
わ
り
に
排
水
機
場
設
置
に
注
目
が
集
ま
り

出
し
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
大
江
普
通
水

利
組
合
の
臨
時
会
は
、
排
水
機
設
置
計
画
に
伴
い
濃
尾

地
震
で
改
修
さ
れ
た
「
三
和
土
」
に
よ
る
四
間
門
樋
の

堀
潰
し
を
決
め
て
お
り
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に

見
出
さ
れ
た
「
金
廻
四
間
門
樋
」
が
こ
の
門
樋
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

六
．
お
わ
り
に

高
須
輪
中
の
悪
水
排
水
は
、
絶
え
間
な
い
江
下
げ
と

圦
樋
の
修
復
の
歴
史
で
し
た
。
明
治
改
修
の
工
事
計
画

で
は
、
大
江
落
の
流
末
か
ら
長
良
・
揖
斐
の
背
割
堤
に

沿
う
排
水
路
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
ポ
ン
プ
排
水
の

幕
開
け
を
予
知
し
た
の
か
、
工
事
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

次
号
で
は
、
排
水
路
設
置
へ
の
地
元
の
人
々
の
請
願

書
提
出
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

図４　弘化四（一八四七）年の江下げ
〈出典：「美濃国高須輪中村々治河御改正取調書上帳絵図
（部分）」(岐阜県歴史資料館蔵)に加筆。
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研究資料

苗木藩　木曽川渡船の難渋
中津川市苗木遠山史料館　資料調査員　千

ち

早
はや

 保
やす

之
ゆき

江
戸
時
代
、
美
濃
国
苗
木
藩
で
は
隔
年
の
参
勤
交
代

は
三
月
末
に
出
発
、
中
津
川
か
ら
中
山
道
を
急
ぎ
七
泊

八
日
で
江
戸
上
屋
敷
へ
到
着
し
た
が
、
こ
の
旅
は
凡
そ

一
五
〇
人
で
一
日
平
均
歩
行
四
〇
㎞
程
の
強
行
軍
だ
っ

た
。
苗
木
藩
の
場
合
は
、
最
大
の
難
関
が
出
発
直
ぐ
の

木
曽
川
渡
舟
だ
っ
た
。

苗
木
城
は
、
木
曽
川
に
接
す
る
急

き
ゅ
う

峻
し
ゅ
ん

な
高
森
山
頂
上

（
木
曽
川
か
ら
高
度
差
一
七
〇
ｍ
）
に
あ
り
、
城
山
か

ら
四し

十
じ
ゅ
う

八は

ち

曲ま

が

り
と
呼
ぶ
急
坂
を
下
る
と
す
ぐ
に
渡
舟
場

が
あ
る
。
木
曽
川
は
通
常
の
舟
（
船
頭
二
人
か
ら
六
人
）

で
渡
る
が
、
数
頭
の
馬
は
筏

い
か
だ

で
運
ぶ
。
順
調
に
行
け
ば

良
い
が
、
大
雨
で
木
曽
川
が
増
水
す
る
と
そ
れ
が
引
く

ま
で
待
つ
と
い
う
不
運
が
生
じ
る
。

こ
の
難
渋
を
十
一
代
大
名
遠
山
友と

も

寿ひ

さ

の
日
記
（
「
苗

木
日
記
」・「
江
戸
日
記
」
）
か
ら
見
よ
う
。

一
．
十
一
日
間
、
延
び
に
延
び
た

　
　
木
曽
川
渡
舟

今
か
ら
二
〇
〇
年
近
く
前
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）

年
の
春
。
参
勤
交
代
で
江
戸
に
向
か
う
。

三
月
二
十
一
日
（
現
在
暦
で
四
月
十
六
日
。
そ
の
前

二
十
二
日
は
雨
）
四
ツ
（
午
前
十
時
）
前
よ
り
晴
れ
。

快
天
だ
が
上う

え

地じ

川が
わ

は
大
水
。
上
地
川
出
水
ゆ
え
江
戸

へ
の
荷
物
の
出
立
は
な
し
。

※
木
曽
川
を
日
記
で
は
、
上
地
川
と
表
記
し
て
い
る
。

苗
木
側
の
渡
舟
場
が
上
地
村
で
あ
る

●
三
月
二
十
四
日
　
雨
。

明
日
発
駕
（
予
定
）
に
付
き
伺
い
、
役
人
共
・
郡
奉

行
・
元
方
目
付
附
属
共
・
賄

ま
か
な
い

・
荒
物
方
ま
で
罷
り
出
た
。

こ
の
間
中
、
出
水
に
て
今
朝
の
雨
に
拘
わ
ら
ず
明
日
は

馬
舟
は
立
た
ず
と
船
頭
よ
り
注
進
が
あ
っ
た
と
賄
か
ら

申
し
聞
い
た
。
尤
も
追
々
水
も
増
す
と
申
し
聞
い
た
。

明
日
の
発は

つ

駕が

延え
ん

引い
ん

の
日
限
は
追
っ
て
申
し
出
す
と

（
石
原
）
和
平
が
触
状
を
差
し
出
し
た
。

●
三
月
二
十
五
日
　
曇
り
午
後
天
気
。

上
地
川
の
出
水
が
こ
の
趣
だ
か
ら
明
後
二
十
七
日
に

「
う
か
い
舟
」
を
出
す
旨
、
和
平
か
ら
申
し
聞
い
た
。

●
三
月
二
十
六
日
　
雨
。

上
地
川
が
水
落
ち
し
な
い
の
は
昨
日
の
通
り
。
尤
も

「
う
か
い
舟
」
は
明
後
二
十
八
日
頃
も
立
た
せ
る
の
が

難
し
い
ば
か
り
。
且
つ
馬
舟
は
「
う
か
い
舟
」
を
立
て

る
の
で
、
そ
の
二
～
三
日
過
ぎ
に
立
つ
か
と
注
進
の
旨
、

三
郎
か
ら
聞
い
た
。

●
三
月
二
十
七
日
　
雨
。

上
地
川
水
、
昨
日
の
通
り
。
尤
も
追
々
又
々
出
水
の

趣
の
注
進
が
あ
り
、
夕
方
又
々
出
水
の
注
進
が
あ
っ
た
。

●
三
月
二
十
九
日
　
快
天
。

上
地
川
水
、
昨
朝
か
ら
少
々
落
ち
、
こ
の
趣
な
ら
明

日
五
ツ
半
（
三
十
日
朝
九
時
）
頃
よ
り
「
う
か
い
舟
」

立
て
る
べ
し
。
馬
舟
の
義
は
何
と
も
申
し
上
げ
難
く
と

の
注
進
を
賄
よ
り
申
し
聞
い
た
。

●
三
月
晦
日
　
快
晴
。

上
地
川
追
々
水
落
ち
、
四
ツ
（
十
時
）
頃
か
ら
「
六

人
越
」
の
舟
に
な
っ
た
。
馬
舟
の
義
は
夕
方
ま
で
に
は

落
ち
次
第
に
て
又
々
申
し
上
げ
る
と
注
進
が
あ
っ
た
。

●
四
月
朔
日
　
天
。

上
地
川
水
、
昨
日
よ
り
は
少
々
水
が
増
し
た
が
、
今

日
は
無
理
に
「
六
人
越
」
を
出
す
と
い
う
。
馬
舟
の
義

は
計
り
難
く
、
昼
過
ぎ
に
申
し
上
げ
る
と
注
進
が
あ
っ

た
。

●
四
月
二
日
　
曇
り
八
ツ
（
夜
中
二
時
）
頃
よ
り
雨
。

明
日
五
ツ
（
朝
八
時
）
頃
よ
り
馬
舟
を
渡
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
上
地
船
頭
よ
り
注
進
が
あ
り
、
明
日
発
駕

と
申
し
出
が
あ
っ
た
。
六
ツ
半
時
（
朝
七
時
）
供
揃
え

し
て
五
ツ
時
（
八
時
）
出
立
の
旨
、
和
平
よ
り
申
し
聞

い
た
。
道
中
の
休
・
泊
（
宿
）
触
状
も
差
し
出
す
と
申

し
聞
い
た
。

江戸日記（左）と苗木日記（右）　〈出典：苗木遠山史料館蔵〉

木曽川（名折）の急流　〈提供：関西電力株式会社東海支社〉
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昨
夜
中
よ
り
雨
、
今
暁
も
強
雨
に
付
、
上
地
川
出
水

で
渡
舟
相
な
ら
ぬ
の
で
、
落
合
宿
で
小
休
止
す
る
よ
う

苗
木
か
ら
矢
文
で
申
し
来
た
っ
た
。

●
四
月
二
十
八
日

今
以
て
出
水
相
成
り
難
い
が
、
坂
下
村
向
こ
う
山
口

の
渡
峡
を
廻
り
昨
夕
中
間
よ
り
差
し
遣
わ
し
た
処
、
今

朝
帰
り
今
夕
に
も
瀬
戸
渡
舟
は
あ
る
と
い
う
。

●
四
月
二
十
九
日
夕

苗
木
よ
り
飛
脚
を
以
て
、
明
日
渡
舟
の
旨
、
申
し
き

た
る
。

●
四
月
三
十
日
　
今
晩
雨
降
り
、
折
々
雨
。

（
渡
船
に
関
す
る
記
載
な
し
）

●
五
月
朔
日
　
晴
天
今
日
も
滞
留
。

苗
木
よ
り
八
ツ
（
午
後
二
時
）
前
よ
り
飛
脚
来
る
。

今
日
も
渡
舟
相
成
ら
ず
、
夕
方
に
一
舟
立
つ
。
上
地
川

六
人
越
に
て
相
な
る
。

●
五
月
二
日
　
天

八
ツ
頃
苗
木
よ
り
飛
脚
来
る
。
今
回
も
馬
舟
相
立
た

ず
と
注
進
が
あ
っ
た
の
で
、
尚
又
入
念
の
極
み
、
夕
と

●
四
月
三
日
　
雨
。

上
地
川
水
、
少
々
は
増
し
た
が
只
今
の
趣
に
て
は
渡

船
相
成
る
と
今
朝
六
ツ
時

　
三
席
（
家
臣
で
上
か
ら
、

給
き
ゅ
う

人に
ん

・
中

ち
ゅ
う

小こ

姓
し
ょ
う

・
徒か

士ち

）
よ
り
申
し
聞
い
た
。
夜
明
け

に
目
覚
め
る
。
上
地
川
の
出
水
、
馬
舟
渡
船
相
成
ら
ず

と
六
ツ
半
（
七
時
）
頃
、
注
進
が
あ
っ
た
。
就
い
て
は

発
駕
延
引
。
川
明
き
次
第
に
渡
船
、
発
駕
の
旨
申
し
出

る
。こ

の
間
中
余
り
、
渡
舟
相
成
ら
ぬ
の
で
、
江
戸
表
へ

状
箱
〆
り
次
第
飛
脚
を
差
し
出
す
。
尤
も
瀬
戸
渡
船
に

申
し
付
け
、
奥
（
方
）
ら
へ
文
は
遣
ら
ず
奉
礼
ば
か
り

申
し
付
け
た
。

五
ツ
半
（
九
時
）
頃
上
地
川
の
増
水
は
止
ま
っ
た
と

注
進
が
あ
っ
た
。

●
四
月
四
日
　
曇
り
、
五
ツ
時
頃
よ
り
追
々
晴
れ
。

昨
日
発
駕
を
申
し
出
し
た
の
で
寄
合
日
は
今
日
と

な
っ
た
。
上
地
川
追
々
水
落
ち
に
な
っ
た
と
注
進
が

あ
っ
た
。
七
ツ
（
四
時
）
過
ぎ
、
上
地
よ
り
注
進
。

明
五
日
九
ツ
（
正
午
）
頃
よ
り
馬
舟
相
立
て
る
と
三

席
か
ら
申
し
聞
い
た
。
就
い
て
は
明
日
発
駕
の
義
、
和

平
よ
り
相
談
が
あ
っ
た
。
勘
右
衛
門
を
呼
び
出
し
熟
談

の
処
、
明
日
五
日
は
中
津
川
宿
へ
例れ

い

幣へ
い

使し

岩
倉
宰
相
中

将
殿
泊
ま
り
明
後
日
須
原
宿
泊
り
で
道
中
差
し
支
え
に

相
成
っ
た
趣
、
並
び
に
渡
舟
を
見
受
け
て
は
如
何
と
心

配
の
由
、
並
び
に
存
じ
寄
り
を
以
て
明
後
日
に
て
も
昼

立
に
成
る
の
で
、
明
後
六
日
五
ツ
時
（
八
時
）
供
揃
え
、

四
ツ
時
（
十
時
）
発
駕
と
俄
に
定
め
た
。
尤
も
明
朝
の

猶
様
子
で
取
り
決
め
る
。

●
四
月
五
日
　
曇
り
昼
過
ぎ
よ
り
雨
。

今
朝
曇
っ
た
の
で
又
々
出
水
の
程
も
計
り
難
く
、
今

八
ツ
半
時
（
午
後
三
時
）
供
揃
え
、
七
ツ
時
（
四
時
）

発
駕
と
申
し
出
す
。
上
地
茶
屋
に
て
休
み
、
七
ツ
半
（
五

時
）
渡
舟
。
上
地
川
へ
家
中
の
面
々
一
同
罷
り
出
た
。

上
地
茶
屋
へ
子
供
よ
り
使
い
、
長
田
十
右
衛
門
相
答
え

申
し
遣
わ
す
。
川
向
か
い
（
設
楽
と
呼
ぶ
）
へ
井
沢
大

助
・
小
栗
甚
内
見
送
り
に
罷
り
出
た
の
で
、
子
供
へ
の

伝
言
申
し
遣
わ
し
た
。

上
地
川
三
月
二
十
五
日
に
木
曽
川
を
渡
る
予
定
が
出

水
の
た
め
十
一
日
足
踏
み
し
て
四
月
五
日
に
な
っ
た
。

宿
泊
予
定
へ
の
連
絡
調
整
な
ど
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
ろ

う
。
以
下
の
江
戸
間
で
の
経
緯
は
簡
略
に
記
さ
れ
る
。

●
四
月
五
日
　
雨
降
り
。

落
合
宿

●
四
月
六
日
　
雨
。

昼
ま
で
落
合
宿
に
見
合
わ
せ
る
内
、
例
幣
使
の
通
行

相
済
ん
で
九
ツ
時
（
正
午
）
過
ぎ
供
揃
え
、
同
刻
出
立
。

八
ツ
時
（
二
時
）
過
ぎ
馬
籠
宿
蜂
谷
源
十
郎
方
で
休
む
。

玉
子
一
箱
献
上
。
こ
の
品
は
苗
木
へ
遣
わ
す
。

●
四
月
七
日
　
雨
。

昼
休
み
、
野
尻
宿
。
泊
り
は
上
松
宿
。
七
つ
半
（
五

時
）
前
到
着
。

●
四
月
八
日
　
天
気
。

昼
休
み
は
薮
原
宿
。

●
四
月
九
日
　
天
気
。

鷹
司
殿
、
塩
尻
宿
泊
ま
り
。
出
立
前
に
洗
馬
宿
七
ツ

時
（
四
時
）
出
立
通
行
致
す
都
合
と
の
こ
と
。
昼
休
み

は
諏
訪
宿
。
泊
は
和
田
宿
。
七
ツ
時
（
四
時
）
過
ぎ
、
着
。

●
四
月
十
日
　
天
気
。

昼
休
み
は
望
月
宿
。
泊
は
追
分
宿
。
追
分
原
は
小
雨
。

七
ツ
時
（
四
時
）
過
ぎ
着

●
四
月
十
一
日
　
天
気
。

昼
休
み
は
坂
本
宿
。
泊
は
板
鼻
宿
。
日
の
入
り
頃
着
。

●
四
月
十
二
日
　
天
気
。

昼
休
み
は
本
庄
宿
。

●
四
月
十
三
日
　
終
日
強
雨
、
道
悪
い
。

昼
休
み
桶
川
宿
。
泊
は
蕨
宿
、
暮
れ
合
い
に
着
く
。

●
四
月
十
四
日
　
天
気
。

五
ツ
時
（
八
時
）
頃
、
蕨
宿
出
立
。
戸
田
川
を
舟
渡
。

板
橋
へ
四
ツ
（
十
時
）
頃
着
。
福
田
十
郎
太
夫
罷
り
出

て
公
辺
の
義
を
聞
く
。
板
橋
宿
四
ツ
半
（
十
一
時
）
頃

出
立
。
駒
込
片
町
か
ら
小
石
川
白
山
前
の
医
王
山
妙
清

禅
寺
で
（
行
列
）
駕
籠
立
つ
。
九
ツ
（
正
午
）
少
し
過

ぎ
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
引
き
行
列
、
新
橋
よ
り
本
行
列

と
な
る
。
八
ツ
（
二
時
）
過
ぎ
、
江
戸
屋
敷
へ
到
着
。

以
上
、
江
戸
へ
下
る
困
難
さ
を
紹
介
し
た
が
、
口
直

し
に
在
所
へ
上
が
り
（
帰
り
）、
木
曽
川
を
渡
っ
て
か

ら
の
高
揚
感
も
紹
介
し
よ
う
。

二
．
苗
木
城
を
目
前
に

　
　
足
留
め
を
喰
う

（
「
苗
木
日
記
」
文
政
十
三
（
一
八
三
一
）
年
）

●
四
月
十
九
日

江
戸
表
を
出
立
。
二
十
六
日
、
苗
木
城
着
の
予
定
だ
っ

た
。

●
四
月
二
十
七
日

中津妙見山より木曽川と苗木城跡（中央の高森山頂上）を望む
〈提供：関西電力株式会社東海支社〉

木曽川（猪岩）の急流　（左後方の頂上は苗木城跡）
〈提供：関西電力株式会社東海支社〉
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暦
で
六
月
十
六
日
）

　
快
天

（
「
苗
木
日
記
」
）

去
る
二
十
一
日
、
江
戸
を
発
足
。
道
中
滞
り
な
く
今

日
八
ッ
半
（
午
後
三
時
）
過
ぎ
に
城
へ
着
く
。

上
地
川
（
木
曽
川
）
渡
船
場
ま
で
迎
え
に
、
医
師
共
・

近き
ん

習
じ
ゅ
う

助す
け

（
陶
山
）
藤
三
郎
・
坊
主
（
中
村
）
九
郎
罷
り

出
る
。
川
端
の
坂
に
家
中
の
面
々
一
同
に
並
び
居
る
。

歩
い
て
船
場
か
ら
上
が
る
。
面
々
の
前
で
一
通
り
の
挨

拶
に
及
ぶ
。
代
官
は
渡
船
場
に
罷
り
出
る
。
諸
家
中
の

隠
居
・
部
屋
住
み
の
面
々
も
罷
り
出
る
。
そ
の
外
家
内

の
者
、
百
姓
町
人
共
も
一
同
船
場
へ
出
た
。
上
地
茶
屋

で
し
ば
ら
く
休
む
。
（
鈴
木
）
靱
負
・
（
伊
東
）
五
郎
右

衛
門
・
伴
内
へ
一
通
り
「
逢
」（
目
見
え
＝
面
会
）
。

川
向
ま
で
伴
内
・
（
小
池
）
庄
右
衛
門
迎
え
に
出
る
。

し
ば
ら
く
し
て
惣
人
数
が
川
越
え
を
済
ま
せ
た
と
五
郎

右
衛
門
よ
り
報
告
。
供
揃
え
を
申
付
け
程
な
く
揃
っ
て

行
列
で
城
に
着
い
た
。

七
左
衛
門
が
脇
曲
に
。
亀
山
平
兵
衛
始
め
町
役
人
共

が
迎
え
に
出
る
。
駕
籠
脇
よ
り
披
露
。
諸
家
中
の
面
々

供
に
後
か
ら
登
城
し
た
。
八
ッ
半
（
午
後
三
時
）
過
ぎ

城
に
着
く
。
玄
関
（
二
ノ
丸

　
書
院
）
へ
家
老
始
め
出

迎
え
、
郡
奉
行
・
元
方
・
目
付
・
右
筆
は
懸
か
り
の
大

門
外
（
三
ノ
丸
）
に
出
る
。
大お

お

門も
ん

に
て
ま
ず
行
列
を
落

と
し
た
。

（
家
老

　
吉
田
）
太
郎
市
が
（
二
ノ
丸
）
玄
関
か
ら

先
達
で
台だ

い

子す

の
間
入
り
口
に
控
え
た
。
但
し 

玄
関
で

皆
々
へ
一
通
り
の
挨
拶
を
し
た
。
居
間
へ
着
座
。
長な

が

熨の

斗し

に
茶
・
煙
草
盆
が
出
る
。
直
ぐ
に
家
老
・
用
人
・
郡

奉
行
・
医
師
・
元
方
・
目
付
・
近
習
目
付
・
賄
・
荒
物

方
、
青
山
新
吾
・
安
藤
紋
左
衛
門
ま
で
、
城
着
に
恐
悦

の
「
あ
い
逢
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
済
ま
せ
て
、
二

階
（
家
族
の
居
間
）
へ
参
り
子
供
に
初
め
て
逢
っ
た
。

先
達
て
江
戸
表
で
改
名
し
た
こ
と
に
恐
悦
の
「
逢
」、

こ
こ
に
居
り
合
っ
た
の
は
家
老
・
用
人
・
郡
奉
行
・
医

■
参
考
文
献

「
苗
木
日
記
」・「
江
戸
日
記
」　
遠
山
友
寿

（
苗
木
遠
山
史
料
館
）

「
濃
役
紀
行
」　
川
路
聖
謨

「
中
津
川
市
史 

下
巻 

近
代
編
」

中
津
川
市
　
二
〇
〇
六

れ
ら
れ
な
い
の
で
地
元
外
の
記
録
を
見
る
。

天て
ん

保ぽ
う

九
（
一
八
三
八
）
年
、
江
戸
城
西
ノ
丸
の
火
災

で
再
建
の
た
め
、
木
材
を
伐
採
搬
出
す
る
裏
木
曽
の
現

地
検
分
に
幕
府
の
役
人
川
路
聖と

し

謨
あ
き
ら

が
苗
木
を
通
っ
た
。

そ
の
「
濃
役
紀
行
」
を
見
る
。
（
五
月
四
日
＝
現
暦
六

月
二
十
五
日
）

「
四
日
雨
、
思
い
の
外
水
が
落
ち
た
。
今
日
は
荷
物

な
ど
悉
く
渡
す
と
矢
文
で
言
っ
て
来
た
の
で
、
取
り
敢

え
ず
強
雨
を
押
し
て
中
津
川
宿
を
出
た
。
谷
川
の
落
ち

口
よ
り
木
曽
川
の
辺
を
行
っ
た
。
渡
し
の
辺
に
至
る

と
、
流
れ
の
末
一
町
ば
か
り
末
は
瀧
で
そ
の
上
の
瀬
を

渡
る
川
の
早
い
こ
と
矢
の
如
く
、
殊
に
深
く
処
々
に
大

岩
が
あ
っ
て
白
波
の
立
つ
様
は
い
か
に
も
険
し
い
と
思

い
や
っ
た
。
舟
は
か
の
鵜
舟
で
、
至
っ
て
薄
い
板
で

作
っ
て
あ
る
。
余
り
に
恐
ろ
し
い
景
色
で
長
持
ち
を
載

せ
て
渡
る
様
を
見
る
と
、
小
舟
に
舟
人
六
人
打
ち
乗
り

四
人
は
棹
、
二
人
は
櫂
で
あ
る
。
ま
た
四
人
の
者
は
浅

瀬
の
流
れ
緩
や
か
な
方
を
岩
の
頭
を
突
き
な
が
ら
川
上

へ
遙
か
に
上
っ
て
よ
う
や
く
に
急
流
の
中
に
至
る
時
、

舟
の
頭
の
方
を
向
き
な
が
ら
二
人
の
者
が
櫂
を
持
っ
て

流
れ
を
叩
く
こ
と
三
つ
四
つ
致
す
間
に
矢
の
如
く
に
向

こ
う
の
岸
に
着
い
た
。
そ
の
時
舟
に
緩
い
白
波
が
は
っ

と
立
つ
様
は
、
江
戸
の
児
女
な
ら
忽
ち
胆
消
え
、
魂
は

飛
ん
で
前
後
を
失
う
だ
ろ
う
。
こ
の
川
に
鵜
舟
一
艘
だ

け
で
な
く
荷
物
を
向
こ
う
岸
に
送
る
こ
と
三
度
に
し
て

某
そ
れ
が
し

の
舟
に
な
っ
た
。
鵜
舟
に
駕
籠
を
載
せ
わ
ざ
と
川
上

の
方
へ
舟
を
傾
け
て
乗
り
出
し
あ
の
険
し
い
処
で
は
舟

が
ひ
し
ひ
し
と
鳴
る
様
は
実
に
恐
れ
る
べ
き
事
だ
っ

た
。
・
・
・
」

（
川
路
聖
謨
「
濃
役
紀
行
」
）

四
．
無
事
、
帰
城
で
き
た
祝
儀

文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
四
月
二
十
八
日
（
現
在

も
渡
舟
は
相
な
ら
ず
や
と
尋
ね
る
と
、
と
て
も
今
日
は

難
か
し
い
。
明
日
は
九
ツ
時
（
正
午
）
渡
舟
と
申
し
出

た
。
長
逗
留
に
付
、
源
太
左
衛
門
始
め
一
同
か
ら
伺
い

が
あ
っ
た
。
上
地
川
出
水
に
付
、
長
御
逗
留
に
付
、
い

ず
れ
も
御
機
嫌
相
伺
い
申
す
旨
披
露
が
あ
っ
た
。

暮
れ
合
い
、
苗
木
よ
り
飛
脚
を
以
て
水
落
ち
宜
し
く
、

明
四
ツ
時
（
午
前
十
時
）
よ
り
渡
舟
が
相
成
る
と
申
し

来
た
っ
た
。

●
五
月
三
日
　
八
ツ
（
午
後
二
時
）
頃
よ
り
雨
。

五
ツ
時
（
朝
八
時
）
頃
、
落
合
宿
出
立
。
四
ツ
時
（
十

時
）
よ
り
渡
舟
。

三
．
渡
舟
の
難
渋
を

　
　「
濃
役
紀
行
」
に
見
る

藩
主
の
日
記
に
は
、
渡
舟
の
困
難
が
余
り
詳
し
く
触

師
・
元
方
・
目
付
・
賄
、
青
山
新
吾
・
安
藤
紋
左
衛
門

ま
で
だ
っ
た
。
（
鈴
木
）
靱
負
を
供
に
し
て
一
人
ず
つ

別
々
に
出
逢
っ
た
。

料
理
は
一
汁
三
菜
、
酒
吸
い
物
肴
二
種
で
相
祝
っ
た
。

医
師
共
は
先
格
（
上
位
）
の
よ
う
に
相
伴
を
申
し
付
け

る
。城

着
の
祝
儀
と
し
て
江
戸
麻
布
の
御
隠
居
様
並
び
に

奥
（
正
室

　
綱
）
よ
り
本
鯛
を
（
宮
地
）
兵
治
を
使
い

と
し
て
下
さ
る
。
子
供
も
同
じ
だ
。
伴
内
が
使
い
を
し

た
。
夜
に
入
っ
て
二
階
に
て
子
供
に
盃
事
を
し
た
。
引

き
続
き
燗
酒
に
熨
斗
。

今
日
供
に
て
（
江
戸
か
ら
）
着
い
た
面
々
（
家
臣
は

二
十
七
名
、
他
に
足
軽
な
ど
多
数
。
氏
名
は
割
愛
）
。

城
着
の
祝
儀
、
諸
士
一
同
申
し
上
げ
た
段
、
役
所
か

ら
（
塚
本
）
文
平
を
以
っ
て
聞
く
。
同
様
に
、
雲
林
寺
・

仏
好
寺
・
正
岳
院
・
天
王
院
が
登
城
し
申
し
置
い
た
段
、

取
次
の
者
よ
り
申
し
聞
い
た
と
近
習
か
ら
申
し
聞
い
た
。

以
上
、
参
勤
交
代
を
無
事
完
了
し
た
喜
び
を
紹
介
し

ま
し
た
。

木曽川（瀬戸）の急流　（旧玉蔵橋付近）〈提供：関西電力株式会社東海支社〉
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表紙写真 『犀川』〈提供：瑞穂市〉

　犀川は、市内を北西から南東に流れ、長良川に合流する１級河川ですが、長良川の洪水時には、市内の地盤が低いためたびたび水害に

見舞われてきました。このため、国・県・市が協力し、水害被害の軽減を図る犀川遊水地事業を進めています。

船ちゃんのこぼれ話 第十八話
ふね

「船頭平閘門（木曽川文庫）の住所は？　その６」

編　集 木曽三川歴史文化資料編集検討会（桑名市、木曽岬町、海津市、愛西市、弥富市ほか）

国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所

〒511-0002　三重県桑名市大字福島465

TEL（0594）24-5711　ホームページ URL https://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/
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古橋側のがっしりとした体つきのお地蔵様（写真左）と

十九条側のやさしい顔つきのお地蔵様（写真右）

　住所シリーズの最後は、閘門の名前となっている「船頭平」についてです。船頭平村は、寛永11（1634）年の将軍の上洛の際に、船

橋（図1：並べた船の上に板を渡した橋）を架けた村として「尾張名所図会附録」（江戸時代の観光案内書）にも名が出てくる、昔から有

名な場所でした。

　閘門は、厳密に言うと船頭平村に造られたわけではありませんが、船頭平村に隣接していたことと、広く名のとおっていた「船頭平」

が閘門の名前に付いたものと思われます。

　さて、皆さんは「船頭平」をどう読みますか？「センド（ひら）」・「センドウ（ひら）」？？

地名の読み方は、当て字・地域・時代などで非常に奥深いものです    。

　「船頭平」を見てみると、「尾張地名考（江戸時代の書）」では、「センド」、昭和頃の地名辞典では、「センドウ」、現在、愛西市に残る

地名では、「センド」となっています。他にも、デ・レイケのサインのある図

面（明治18（1885）年）では「sendo」、閘門の竣工を伝える新聞記事では

「センドウ」といった具合で、両方が混在しています。

　閘門の施設名としては、重要文化財としての登録名は、「センドウひら」閘

門なのですが、古くから地元で「センドひら」閘門と呼ばれてきたことも大切

にして、併用されています。

　今回のシリーズは、住所（所在地）のややこしさに端を発したものでした。

近年、「船頭平閘門：35°07'54.0"N 136°40'48.5"E（←経度・緯度の

GPS座標）」というような所在地の表記方法もありますが、漢字交じりの日本

の住所は、ややこしい面があるものの、その土地の歴史を語る、とても奥深

いものに感じました。

　皆様のお住まいの土地は如何でしょうか？

図1　「船頭平村　船橋の古覧」
　　　船橋の長さは284間（約516ｍ）と記されいる
〈出典：尾張名所図会附録（小治田真清水）巻五〉


